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　　レベル：初級 1・2 ／中級 3・4 ・5 ／上級 6・7・8
　　履修者数：35 名
表 1　12 回分の授業計画
講義 ID 内容 目標
講義 1 ガイダンス 授業の進め方と課題の提出方法がわかる
講義 2 第 1課：ことばの役割 日本語の段落の特徴がわかる
講義 3 第 2課：イルカと超音波 段落の中心文と支持文がわかる
講義 4 第 3課：地図の分類 アウトラインの構造がわかる
講義 5 第 4課：睡眠時間 定義の表現がわかる
講義 6 第 5課：日時計 経過の表現がわかる
講義 7 第 6課：研究者のタイプ 比較・対照の表現がわかる
講義 8 第 7課：地球温暖化 原因・結果の表現がわかる
講義 9 私の本棚プロジェクト 1回目 グループ別の話し合い
講義 10 第 8課：風呂場の戸 位置を表す表現がわかる
講義 11 私の本棚プロジェクト 2回目 発表資料の作成。発表日（1日目）
講義 12 私の本棚プロジェクト 3回目 発表日（2日目）












4． 講義動画は 2～ 4分程度の長さで作成する。
5． フィードバックはこまめかつ直後に行う。
6． オンデマンドの授業ではあるが，直接質問
できる環境を必ず作っておく。
まず，1として講義の最初は「講義の進め方」というページコンテンツをアップし，各
STEPの学習方法と課題の提出締切を明示した。オンライン授業の場合，教師がそばにい
るわけではないので，講義の進め方について明確に説明しておくことが重要であると考え
たため，このような対応をとった。次に，2として大単位の「講義」に対して，スモール
ステップとなる「STEP」という単位ですべての講義を構成した。1つの STEPは，5～ 10
分で可能な活動にして，合計として 90分を超えないように配慮した。次に，3として基
本的な流れである「音読のアップロード→動画資料の閲覧→課題の提出→受講生同士の相
互討論→作文の提出」はすべての講義で盛り込みつつも，部分的に新しい方法を入れた。
それは，学習が単調になることを防ぐためである。具体的にはコンテンツのパターンを
かえたり，相互討論の方法をかえたりした。次に，4として講義動画はできる限り，シン
プルなものにすることを心がけた。動画の長さに関しては 4分を超えないようにした。そ
して，動画の形式もパワーポイントに音声を吹き込み，MP4で出力するだけのシンプル
なものにした。次に，5として音読や課題に関してはすべてフィードバッグを行った。そ
れは，オンライン授業とはいえ，できるだけ孤独感なく，学習できるようにしたい，と
考えたからである。最後に，6として質問はライブセッションで行えるようにし，Waseda 
Moodleで実装されている Collaborateを利用して実施した。
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